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子どもたちを優しくあたたかく包み込む円を意識してｅを前面に出した

マークを作成しました。シンプルで覚えやすいこのマークを時に思い出し
ていただけると嬉しいです。



は じ め に

みやぎ教育の日推進協議会

会　長　小　關　八　郎

次の時代を担い、夢と志をもって未来を築いていく子どもたちの健やかな成長は、誰しもが

望むことです。

言うまでもなく、教育は学校のみで行われるものではありません。家庭や地域社会の中で、

私たち一人ひとりがそれぞれの立場で教育という営みに関わっているという自覚が求められま

す。子どもたちを取巻く教育環境を整え、教育を大切にする気運の醸成と維持には継続して取

組んでいく必要があります。

「みやぎ教育の日」は、宮城県退職校長会が主導し、県民の41,000筆を超える署名を得て宮

城県議会に請願をし「みやぎ教育の日を定める条例」として定められたものです。

この種の条例が民間主導による請願でつくられたことは、全国的にも特筆されるものとして

高く評価されております。条例の制定にご尽力いただいた先人の皆様に深甚なる敬意を表し、

感謝申し上げたいと思います。

条例の制定を機に「みやぎ教育の日推進協議会」が組織され、関係する多くの方々がそれぞ

れのお立場で「みやぎ教育の日」の趣旨の普及・啓発、関係事業の展開等にご尽力いただいて

いることに改めて厚く御礼申し上げます。

また、協議会は構成団体からの負担金に加えて、一般財団法人宮城教育振興会様および公益

財団法人日本教育公務員弘済会宮城支部様から多大の財政的な支援をいただいて運営しており

ます。公的な補助金に頼ることなく独自の財源で運営をしていることは大きな誇りであり、両

法人様および各団体に心から感謝申し上げる次第です。

おかげさまで、「みやぎ教育の日」については、多くの皆様からその趣旨のご理解をいただき、

県内各地でさまざまな事業・活動が展開され、みやぎの教育環境づくりの一助となっているこ

とを共に喜びたいと思います。

この小冊子は、「みやぎ教育の日」の啓発活動の中心となって継続的に取り組んできたみや

ぎ教育の日推進協議会の活動などを中心に振り返るとともに、「みやぎ教育の日」の意義を改

めて考えていただくための資料として作成したものです。

明日の宮城を担う子どもたちのため、「みやぎ教育の日」のより一層の充実、発展のために、

皆様の今後の取組の参考になれば幸いに存じます。
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子どもたちを優しくあたたかく包み込む円を意識してｅを前面に出した
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平成22・23年
宮城県退職校長会　髙橋　邦夫

平成21年
宮城県退職校長会　髙橋　邦夫

みやぎ教育の日・教育月間の啓発ポスター

協議会では「みやぎ教育の日・月間」のポスターをつくり、啓発のひとつとしています。
毎年10月中旬、県内すべての小中学校・高等学校・特別支援学校、市町村教育委員会、
教育機関、公所、教育関係団体等に配布しています。
制作者にはコメントをいただいています。そこに込められた制作者の想いを読み取って
いただきたいと思います。なお、表示されている所属校・職名等は、制作当時のものです。



みやぎ教育の日
１１月１日
みやぎ教育月間

11月

育てよう　次代を担い
　　　 未来をつくる　夢と志を

宮 城 県 教 育 委 員 会
みやぎ教育の日推進協議会

宮城県教育委員会
みやぎ教育の日推進協議会
宮城県教育委員会
みやぎ教育の日推進協議会

平成25年
富谷町立富谷中学校　教頭　齋藤　守彦

教育において、最も大切なのは教師のハート
だと思います。教師の熱い思いが，次世代の
子どもたちの心をはぐくみ，未来を拓いてい
くのだと思います。その思いをテーマとし、
素直にそのまま形にしました。

平成26年
角田市立金津中学校　教諭　山並　　進

気力に満ち充実した笑顔で学ぶ子ども達を思いながら、生
き生きとした瞬間をとらえて、ポスターの原画としました。
毎日の子ども達の笑顔が私たちに力を与えてくれます。こ
の笑顔がいつまでも続く、そんな宮城の教育でありたいと
願っています。

平成27年
宮城県仙台二華高等学校 2年　美術部長　堀江　美羽

教育の日のポスターということで、構成を考えるにあたり教育につい
て私なりに考えてみました。
「学んだこと」というのは、例え直接的ではなくとも確実に、自分の
将来に繋がるものだと私は思います。それは小学校、中学校、高校の、
いつの年代にも言えることです。「学んだこと」。それは単純な知識だ
けではなく、ものの考え方や探究する心、疑問を見出す力、努力の仕
方など様々です。教育の過程で得られたそれらが、やがて将来へと繋
がっていくのではないでしょうか。
このポスターは、学びが将来を形づくる、そんな教育の在り方をイメー
ジして描きました。学生の未来への可能性は無限に広がり、私たちは
なりたいものになれるのだという想いが伝わればと思います。



平成29年
仙台市立岩切中学校　教諭　齋藤　由布

初めて何かを描いた時、そこには様々な支えや愛があ
りました。その支えや愛のもと、人生の中でつくりあ
げるいろいろな想いと表現をイメージしました。
想いや表現をともに発信し、育てていけるようにとい
う思いを込めました。

みやぎ教育の日

１１月１日
みやぎ教育月間 11月

宮 城 県 教 育 委 員 会

みやぎ教育の日推進協議会

みやぎ教育の日
１１月１日

みやぎ教育月間
11月

みやぎ教育月間
11月

宮 城 県 教 育 委 員 会
みやぎ教育の日推進協議会
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平成28年
村田町立村田第一中学校　教諭　鈴木　裕樹

大人が子供を抱き上げる姿から、子供が生れたとき
の喜びを忘れず、子供たちが未来に向けて夢と志を
持って歩めるよう、家庭・地域・学校が協力して支
えていくことをイメージしました。
背景には木の葉の模様を入れ、子供たちを育む環境
を大切にしていきたいという思いを込めました。

J�� M��e�k�

平成30年
宮城県宮城野高等学校　教諭　峰岡　　順

水の抽象図柄により、思考の渦を表現した。ア
ンモナイトには歴史・伝統の意味をこめた。人
は自然から多くのことを学ぶ。子供の視線の先
には明るい未来があると信じたい。



令和2年
宮城県涌谷高等学校　教諭　藤原　和矩

今回、ポスターデザインを担当するにあたり、歴代のポスター
には無かった「みやぎ教育の日」が制定された経緯や目的を
掲載し、多くの方にその趣旨が伝わるようにしました。
デザイン内の背景にある「み」の形をした「みち」には「歩
む進路」を意味していますが、その他に３つの要素を込めて
います。宮城の「み」、みんなの「み」、未来の「み」です。
この「みち」は、時にまっすぐ、時に曲がりくねった道を人
は歩むことで育まれていく、という想いを形にしています。
配色は宮城の県旗にも用いられている緑を中心に、柔らかく
暖かみのあるように色を配置し、どこに掲示されてもその環
境に溶け込み、親しまれるよう工夫しました。
このポスターが少しでも「みやぎ教育の日」運動推進の一助
となることを願っています。

令和元年
宮城県富谷高等学校　教諭　川名　和弘

若緑の風の中、一羽のツバメと子どもの姿。空
を舞うツバメは幸福・希望・自由を表し、しっ
かりと前を向いて歩く子どもには、無限の可能
性を信じて力強く歩み続けてほしいという願い
を込めて…。

宮 城 県 教 育 委 員 会
みやぎ教育の日推進協議会

育てよう
次代を担い
未来をつくる
夢と志を

みやぎ教育月間
11月



みやぎ教育の日推進大会の記録写真

平成17年11月1日　宮城県民会館
講演　「教育改革の動向と教育者の課題」

中央教育審議会委員　梶田 叡一 氏

平成20年11月4日　ホテル白萩
アトラクション　「魅惑のアイリッシュハープ」

月輪 まり子 氏

平成25年11月1日　ホテル白萩
講演「教育実践者の誇りと責任を」 
～『まめやかさ』と『驚く心』そして『やさしさと』～

宮城教育大学教職大学院教授　相澤 秀夫 氏

平成24年11月1日　ホテル白萩
アトラクション　「富谷田植踊り」

富谷町立富谷小学校伝承芸能クラブ
富谷町田植踊り保存会

「みやぎ教育の日・月間」の啓発のために、協議会では県教委との共催でみやぎ教育の
日推進大会を開催しています。
毎年11月 1 日の教育の日を中心に、これまで15回開かれ(令和 2年は中止)、「みやぎ教育

の日・月間」に対する関心を高めるひとつとして好評を得ています。(詳細はP 9 ～P10)



アトラクション　「輪太鼓演奏」
山元町立山下第二小学校 6年生

アトラクション　「津軽三味線演奏」
宮城県仙台東高校2年　須貝 真由 さん

仙台市立南材木町小学校6年　荒谷 翔集 さん

アトラクション　「合　唱」
仙台市立南材木町小学校 南の星合唱団

令和元年11月1日　ホテル白萩

講　演
「小野さつき訓導殉職をめぐって」

蔵王町教育委員会生涯学習課
課長補佐 佐藤 洋一 氏

推進大会開会式あいさつ
伊東 昭代 教育長

平成29年11月1日　ホテル白萩
推進大会開会式あいさつ

髙橋 仁 教育長

平成27年11月4日　ホテル白萩
アトラクション　郷土芸能演舞「鯛釣り舞」

塩竈市立第三小学校郷土芸能クラブ

平成26年11月1日　ホテル白萩
推進大会開会式あいさつ

小關 八郎 会長
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「みやぎ教育の日・教育月間」実践要領
1 　定　義

みやぎ教育の日とは、「みやぎ教育の日を定める条例」（平成17年 3 月制定）に則り、宮城県民

ひとり一人が健全な自立的人間であるか否かを反省し、また自覚するとともに家庭・仲間・地域

の人々等で子どもの教育の在り方、及び生涯学習について考え、話し合い、夢を語る機会であり、

その機会を「みやぎ教育の日」と称する。

2 　期日・期間
みやぎ教育の日は11月 1 日とし、その趣旨にふさわしい取組を行う期間として、毎年11月をみ

やぎ教育月間とする。

3 　みやぎ教育の日を軸とした運動の構想
⑴　運動の構想

この運動は、県が策定した「宮城県教育振興基本計画」に示された志を持った心身ともに健や

かな子どもの育成、潤いのある文化を守り育む地域社会の形成の実現を期し、全県民を対象に「青

少年層」と「成人層」に区分し、次のように構想する。

①　「青少年層」については、道徳教育、学力向上、健全育成、健康安全を目標とし、生涯学習

の基礎を身につけ、人間としての生きる力をはぐくむ。

②　「成人層」については、「青少年層」と関わって「運動」の中で学ぶとともに、社会教育活動

の場等を通じ、生涯学習の充実を図る。

⑵　運動の実践者

こめ運動の趣旨に賛同する各種団体が中核となって広く県民に呼びかけ、運動を展開する。

4 　運動事業（行事）の種類
実践者は、それぞれ概ね次に掲げる項目を事業又は行事として行う。

その際、例えば、事業（行事）名に「みやぎ教育の日協賛」等の冠をつけるなど、教育の日と

の関わりを意識させ、参加者等への啓発を図るよう努める。

⑴　運動推進大会　　⑵　生涯学習フェスティバル　　⑶　教育フォーラム

⑷　文化講演会　　⑸　文化祭　　⑹　芸術祭・芸術鑑賞会　　⑺　世代交流会

⑻　創造サミット　　⑼　地域奉仕活動　　⑽伝承活動　　⑾　その他（教育に関わる活動）

みやぎ教育の日



「みやぎ教育の日」の制定

－ 3 －

「教育の日」の制定の趣旨と意義（全国連合退職校長会「教育の日」
推進の変遷―10年のあゆみ―より）



「みやぎ教育の日」の制定

－ 4 －

「みやぎ教育の日」の制定に関する要望書と請願書

「教育の日」の制定は、全国連合退職校
長会が各都道府県の退職校長会に呼びかけ
たことにより全国的にその制定活動が始め
られました。本県では平成15年 7 月「みや
ぎ教育の日制定推進協議会」が組織され、
条例制定の請願に向けて県内の教育関係団
体による署名活動を展開しました。その結
果、県民から41,719筆の署名をいただき、
6名の紹介議員のもと平成16年 4 月宮城県
議会議長に請願書を提出し、県議会文教警
察委員会、本会議で審議されることとなり
ました。

•全国連合退職校長会の提言「教育の日」
制定の趣旨（P 3）
• みやぎ教育の日制定推進協議会の「署名
簿」（P 4－上）と「請願書」（P 4－下）



「みやぎ教育の日」の制定

－ 5 －

「みやぎ教育の日」県条例制定までの経過

1 　「みやぎ教育の日」設定への始動
①　平成13年度後半

「教育の日」の趣旨、推進組織推進方法等について県退職校長会事務局で検討先進県の報
収集

②　平成14年 7 月
県退職校長会事務局内に「教育の日」設定準備委員会を設置（専従者 4 名）

③　平成14年 9 月
県退職校長会臨時理事会を開催し、「みやぎ教育の日」推進事業を承認

④　平成14年 9 月～15年 2 月
「みやぎ教育の日」設定運動の推進にあたり教育関係機関（県教委、仙台市教委、市町村
教教育長協議会）に支援を要請
関係団体（教育及び育成団体）を訪問し、「みやぎ教育の日」設定に賛同を得る活動

2 　「みやぎ教育の日・ウィーク」設定発起人会の設立
①　平成15年 2 月

主要協賛団体（19団体）の事務担当者会議を開催し、発起人会の結成について検討
②　平成15年 3 月

主要協賛団体代表者会を開催し、「みやぎ教育の日・ウィーク」設定推進発起人会を結成、
賛団体の拡大策を協議

③　平成15年 3 月～ 5 月
発起人会の協賛依頼に応じた12団体を加え31団体に拡大

3 　「みやぎ教育の日」制定推進協議会の発足と活動
①　平成15年 6 月 2 日（県退職校長会総会）

「みやぎ教育の日」県条例制定に向けての運動を進める協議、宣言文を採択
②　平成15年 6 月25日（県退職校長会支部事務長会）

具体的な活動計画を提示し、署名活動の展開について協議
③　平成15年 7 月29日

「みやぎ教育の日」制定推進協議会を31団体で結成
役員選出（会長太宰道夫）と負担金（ 1 団体 1 万円）を決定
署名活動の目標数（ 3 万名）と配送及び集約の方法を決定

④　平成15年 7 月～10月
「みやぎ教育の日」制定に関する要望書への署名活動を展開（署名数41,719名）

⑤　平成15年12月18日
第 2 回「みやぎ教育の日」制定推進協議会を開催
署名活動の集約結果と負担金の納入状況を報告
宮城県議会への請願書の案文及び紹介議員について協議

⑥　平成16年 1 月
県議会議長・副議長及び各会派の政調会長、文教警察常任委員長・副委員長を訪問し、 2
月議会で取り上げてくれるよう要請



「みやぎ教育の日」の制定

－ 6 －

⑦　平成16年 2 月～ 3 月
県議会議員への陳情、常任委員会への傍聴活動を展開

4 　「みやぎ教育の日」制定に向けての活動
①　平成16年 4 月21日

6 名の紹介議員の署名を得、41,719名の署名簿を付して、県議会議長に請願書を提出
②　平成16年 4 月～ 6 月（県退職校長会理事会、総会、支部事務長会）

条例制定に向けての陳情、傍聴活動の展開について協議
③　平成16年 7 月

「みやぎ教育の日」条例制定の請願について、県議会（第301回定例会一 6 月議会）で採択
した旨の通知

④　平成16年 9 月
県議会文教警察常任委員会で「みやぎ教育の日」に関する条例骨子案を協議した旨連絡

⑤　平成16年12月 2 日
第 3 回「みやぎ教育の日」制定推進協議会を開催し、条例制定に向けての状況報告、制定
後の推進組織、事業、負担金等について協議

⑥　平成17年 3 月
2 月議会に上程されることになり、3 月16日文教警察常任委員会、3 月18日本会議で議決、
3 月25日条例第90号「みやぎ教育の日を定める条例」が公布
施行は平成17年 4 月 1 日から

（２４）県 退 職 校 長 会 報 平成２７年６月２１日

私
の
退
職
校
長
会
で
の
思
い
出
は
、

何
と
言
っ
て
も
県
条
例
「
み
や
ぎ
教
育

の
日
」
制
定
に
関
わ
る
仕
事
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
こ
と
で
す
。

全
連
退
か
ら
各
県
毎
に「
教
育
の
日
」

の
県
条
例
制
定
に
向
け
活
動
す
る
よ
う

に
と
の
指
示
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
役

員
の
中
に
は
「
こ
ん
な
面
倒
な
こ
と
は
、

適
当
に
や
っ
た
こ
と
に
し
て
、
作
文
す

れ
ば
済
む
の
で
は
な
い
か
。」と
い
う
意

見
も
あ
り
ま
し
た
が
、
当
時
会
長
代
行

の
太
宰
先
生
は
「
そ
ん
な
で
た
ら
め
は

良
く
な
い
。
き
ち
ん
と
制
定
に
向
け
活

動
し
よ
う
。」と
声
を

掛
け
ら
れ
、
早
速
、

臨
時
理
事
会
が
開
か

れ
、
秋
山
委
員
長
を

中
心
と
し
た
準
備
委

員
会
が
発
足
し
た
の

で
し
た
。

私
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
事
務

局
長
の
経
験
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
準
備

委
員
の
一
員
に
加
え
ら
れ
ま
し
た
。
し

か
し
条
例
制
定
な
ど
と
い
う
経
験
は
だ

れ
も
な
い
の
で
、
ま
ず
太
宰
会
長
が
現

職
時
代
知
己
の
あ
っ
た
県
会
議
員
の
ベ

テ
ラ
ン
中
沢
幸
男
氏
を
お
願
い
し
、
東

六
番
丁
小
学
校
の
校
長
室
を
借
用
し
て

手
ほ
ど
き
を
受
け
ま
し
た
。
な
お
、
当

時
の
校
長
は
現
推
進
協
議
会
会
長
の
小

關
校
長
で
、
め
ぐ
り
合
わ
せ
の
妙
を
感

じ
る
次
第
で
す
。

平
成
　
年
に
活
動
を
開
始
し
て
か
ら

１３

条
例
制
定
ま
で
約
４
年
も
か
か
り
ま
し

た
が
、
そ
れ
は
県
職
員
の
給
料
引
き
下

げ
問
題
が
出
た
り
、
衆
議
院
の
総
選
挙

が
あ
っ
た
り
で
「
こ
の
よ
う
な
と
き
議

会
に
出
し
て
も
問
題
に
さ
れ
な
い
」
な

ど
と
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
、
上
程
を
見

送
っ
た
経
緯
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

ま
た
、
条
例
の
制
定
を
教
育
委
員
会

に
任
せ
て
し
ま
う
方
法
も
あ
っ
た
の
で

す
が
、
太
宰
会
長
も
秋
山
委
員
長
も
行

政
が
絡
む
と
「
予
算
の
付
く
う
ち
は
活

動
で
き
る
が
、
予
算
が
何
か
の
都
合
で

打
ち
切
ら
れ
た
時
ど
う
す
る
か
が
問
題

だ
。
予
算
の
あ
る
な
し
に
関
わ
ら
ず
民

間
の
団
体
の
考
え
で

推
進
で
き
る
条
例
に

し
よ
う
。」と
敢
え
て

難
し
い
方
法
を
選
ん

だ
の
も
今
は
思
い
出

の
一
つ
で
す
。

議
長
・
副
議
長
・

各
会
派
の
政
調
会

長
・
文
教
警
察
常
任
委
員
長
・
副
委
員

長
等
を
訪
問
、
条
例
制
定
に
協
力
の
要

請
を
し
た
こ
と
。
更
に
は
紹
介
議
員
６

人
を
お
願
い
し
、
４
万
人
を
超
す
署
名

人
名
簿
を
議
会
事
務
局
に
持
ち
込
ん
だ

事
な
ど
忘
れ
得
ぬ
思
い
出
で
す
。

民
間
の
一
団
体
に
過
ぎ
な
い
本
会
が

主
導
し
た
こ
の
条
例
と
、
年
々
内
容
が

充
実
発
展
し
て
い
る
「
み
や
ぎ
教
育
の

日
推
進
大
会
」
は
正
に
本
会
の
誇
り
と

言
っ
て
も
よ
い
と
思
い
ま
す
。

「
み
や
ぎ
教
育
の
日
」条
例

制
定
に
つ
い
て
の
思
い
出

勝
又
佐
城
夫

平
成

年
４
月
の
あ
る
日
、
当
時
の

１５

宮
城
県
退
職
校
長
会
会
長
の
太
宰
道
夫

先
生
よ
り
事
務
局
の
仕
事
を
手
伝
っ
て

欲
し
い
と
突
然
電
話
を
頂
い
た
。
事
務

局
員
と
は
常
任
理
事
を
し
な
が
ら
事
務

を
担
当
す
る
と
い
う
。
私
は
そ
の
器
で

は
な
い
と
辞
退
す
る
も
、
判
っ
て
い
る

か
ら
と
再
度
の
依
頼
で
あ
っ
た
。
大
先

輩
よ
り
自
分
如
き
に
声
を
か
け
ら
れ
た

時
に
、
お
断
り
す
る
の
は
難
し
い
。

お
役
に
立
て
た
か
疑
問
だ
が
、
広
報

部
、
庶
務
部
、
事
務
局
長
の
仕
事
を
仰

せ
つ
か
り
、
た
ち
ま
ち
　
年
が
過
ぎ
た
。

１０

二
、
三
の
思
い
出
を

記
し
た
い
と
思
う
。

一
つ
は
、「
会
報
」

等
の
発
送
作
業
で
あ

る
。宮

城
県
退
職
校
長

会
は「
会
報
」「
通
信
」

を
発
行
し
て
い
る
が
、

　
年
度
は
２
、
８
９
７
名
（
賛
助
会
員

１５含
む
）
の
会
員
へ
届
け
て
い
た
。
宅
配

業
者
に
発
送
を
依
頼
す
る
ま
で
は
事
務

局
員
　
名
の
仕
事
で
あ
る
。
対
象
物
を

１１

会
員
個
人
宛
の
封
書
へ
封
入
、
宛
名
ラ

ベ
ル
を
封
書
に
貼
付
す
る
。
こ
れ
は
結

構
時
間
を
要
し
一
日
の
仕
事
と
な
っ
た
。

こ
れ
ら
の
労
務
作
業
を
、
か
っ
て
は

教
育
界
で
重
要
な
役
割
を
担
っ
た
会
長

を
初
め
役
員
の
人
た
ち
が
し
て
い
る
こ

と
に
思
い
を
新
た
に
し
た
記
憶
が
あ
る
。

次
に
会
員
名
簿
の
作
成
が
あ
る
。

そ
れ
ま
で
の
名
簿
は
ワ
ー
プ
ロ
の
時

代
に
作
成
さ
れ
た
物
で
、
必
要
な
デ
ー

タ
を
抽
出
す
る
等
の
仕
事
は
不
便
で
あ

っ
た
。
時
代
に
即
応
し
パ
ソ
コ
ン
に
よ

る
名
簿
作
成
が
必
要
と
考
え
た
。

ま
ず
、
ワ
ー
プ
ロ
の
書
式
を
パ
ソ
コ

ン
の
書
式
に
変
換
し
た
が
、
そ
の
ま
ま

で
は
不
具
合
が
多
か
っ
た
。

そ
の
た
め
名
簿
の
項
目
を
削
除
し
た

り
移
動
し
た
り
、
デ
ー
タ
を
新
し
く
入

力
す
る
な
ど
手
作
業
で
す
る
こ
と
が
多

く
、
結
構
日
数
を
要
し
た
記
憶
が
あ
る
。

名
簿
が
で
き
て
か
ら
の
管
理
も
重
要

と
な
っ
た
。
ご
逝
去
者
や
退
会
者
、
新

入
会
員
等
の
名
簿
へ

の
反
映
で
あ
る
。

三
つ
目
は
東
日
本

大
震
災
時
の
退
職
校

長
会
と
し
て
の
対
応

で
あ
る
。

大
震
災
発
生
直
後

よ
り
、
会
長
の
指
導

の
下
、
そ
の
対
応
が
練
ら
れ
、
そ
れ
に

基
づ
い
て
、　

年
度
の
活
動
計
画
を
立

２３

て
実
施
さ
れ
て
い
っ
た
。
書
面
表
決
に

よ
る
総
会
開
催
・
震
災
被
害
者
の
会
費

免
除
・
義
援
金
の
募
集
・
予
算
の
編
成

等
々
、
事
務
局
員
力
を
合
わ
せ
て
の
年

間
活
動
で
あ
っ
た
。

他
に
も
い
ろ
い
ろ
の
事
が
思
い
出
さ

れ
る
が
、
退
職
校
長
会
事
務
局
の
仕
事

が
で
き
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
る
。

事
務
局
う
ら
側
か
ら
の

思
い
出

千
葉

勝

あ の 日 あ のあ の 日 あ の 時時

平
成
　
年
度
～
　
年
度
　
　
事
務
局
長

１７

20

平
成
　
年
度
～
　
年
度

２１

２４

　
　
み
や
ぎ
教
育
の
日
推
進
協
議
会
長

平
成

年
度
～

年
度

広
報
部
次
長

１５

１９

平
成
　
年
度
～
　
年
度

庶
務
部
長

２０

２２

平
成
　
年
度
～
　
年
度

事
務
局
長

２３

２４

（

）

（

）

宮城県退職校長会報より（平成27年 6 月21日）



「みやぎ教育の日」の制定

－ 7 －

宮城県公報（平成17年 3 月25日　号外第 7 号）

みやぎ教育の日制定推進
協議会から提出された請願
は、平成17年 3 月18日の本
会議で議決、採決されまし
た。平成17年 3 月25日付の
「宮城県公報」により宮城
県条例第90号「みやぎ教育
の日を定める条例」として
正式に公布され、同年 4月
1日から施行となりました。



「みやぎ教育の日」の制定

－ 8 －

みやぎ教育の日制定記念式典（平成17年11月 1 日　宮城県民会館大ホール）

「みやぎ教育の日を定める条例」の施行
を受けて、平成17年11月 1 日みやぎ教育の
日制定記念式典が宮城県民会館大ホールで
約600名の参加者のもとに盛大に開かれま
した。
式典では大会宣言が読み上げられ、まさ
に「みやぎ教育の日」に取組む決意と意欲
を新たにする記念すべきイベントとなりま
した。他に、梶田叡一氏による記念講演等
が行われました。



みやぎ教育の日の事業

－ 9 －

みやぎ教育の日推進大会の記録

期 日
内　　　　　　　　容

ポスター
講　　　演 発　　　表 アトラクション その他

平17.11.1
（宮城県
民会館）

①

「教育改革の動向と教育者の課題」
　　　　中央教育審議会委員

梶田　叡一

条例制定
記念
教育功績
者表彰
参加者

600名

平18.11.1
（Ｈ白萩）

②

「長寿社会と健康管理」
―青少年の健全育成は親の健康管
理から―

医学博士　佐藤　明吉

「13歳の社会への架け橋づくり事業」
　宮城県教委義務教育課

「柴田郡における教育の日の取組」
　県退職校長会

柴田郡支部長　大場　吉樹

教育功績
者表彰

参加者
150名

平19.11.1
（Ｈ白萩）

③

「教育の曲がり角」
―変わるものと変わらないもの―

仙台市副市長　奥山美恵子

「13歳の社会への架け橋づくり事業」
　県教委義務教育課

課長補佐　白鳥　智之

「仙台の教育を語る会について」
　仙台市退職校長会

副会長　石森　幸子

男声コーラス
いずみオッチェ
ンコール

参力者
150名

平20.11.4
（Ｈ白萩）

④

「13歳の社会への架け橋づくり事業」
　県教委義務教育課

　課長補佐　齋藤　　明

「現代版寺子屋
　～通学合宿を実施して～」
　仙台市立連坊小学校

ＰＴＡ会長　金山　富彦

魅惑のアイリッ
シュハープ

月輪まり子

家庭教育
用チラシ

参加者
130名

平21.11.5
（Ｈ白萩）

⑤

「食育のススメ」
宮城大学教授　鈴木　建夫

「13歳の社会への架け橋づくり事業」
　県教委義務教育課

課長補佐　齋藤　　明

「学校支援地域支援本部事業につ
いて」
　仙台市立榴岡小学校

ＰＴＡ副会長　榧野　笑子

箏と尺八による
三曲の調べ
山田流箏曲家

戸部喜久恵

家庭教育
用チラシ

参加者
140名

退職校長会
髙橋　邦夫

平22.11.5
（Ｈ白萩）

⑥

「地域社会と学校の融合について」
　仙台市自分づくり教育研究会

会長　山口　哲男

「燕沢小学校の一年」
　仙台市立燕沢小学校

ＰＴＡ会長　宇田川聡男

ひたち
女声コーラス

家庭教育
用チラシ
参加者

150名

退職校長会
髙橋　邦夫

平23.11.1
（Ｈ白萩）

⑦

「脳を元気にする方法」
　東北大加齢医学研究所

教授　川島　隆太

郷士芸能演舞
行山流

「水戸辺八鹿踊」
南三陸町立
戸倉中学校
水戸辺八鹿踊保
存会

家庭教育
用チラシ

参加者
130名

退職校長会
髙橋　邦夫

（敬称略）



みやぎ教育の日の事業

－ 10 －

期 日
内　　　　　　　　容

ポスター
講　　　演 発　　　表 アトラクション その他

平24.11.1
（Ｈ白萩）

⑧

「災害の復旧復興に向けての地域
の取組」　～ドキュメンタリー映
画の製作を通して～

映画「宮城からの報告～こど
も・学校・地域」製作委員会

代表　阿部　和夫

「富谷町地域・学校・家庭をつなぐ
　取組」
―学校支援地域本部事業―
　富谷町教委生涯学習課

課長　佐藤　英樹

郷土芸能演舞
「富谷田植踊り」
富谷町立富谷小学
校伝承芸能クラブ
富谷町田植踊り
保存会

参加者
140名

平25.11.1
（Ｈ白萩）

⑨

「教育実践者の誇りと責任を」
　～『まめやかさ』と『驚く心』
　　そして『やさしさ』と～
　宮城教育大学教職大学院

教授　相澤　秀夫

「東京で丸森の風吹がせっぺ」
　丸森町立丸森中学校

教諭　川村　孝幸

合唱
大郷町
コールかっこう

参加者
150名

富谷町立
富谷中学校
教頭
齋藤　守彦

平26.11.5
（Ｈ白萩）

⑩

「みやぎからの発信」
　～未来につなぐ教育の創造～
　宮城教育大学

特任教授　野澤　令照

少年の主張
「忘れないために」
　宮城県気仙沼高校

1年　梶川　裕登

「25年後（40歳）の自分を描ける教育」
　大崎市立古川中学校

教諭　阿部　豊彦

津軽三味線演奏
宮城県仙台東高
校 2 年

須貝　真由
仙台市立南材木町
小学校 5 年

荒谷　翔集

参加者
140名

角田市立
金津中学校
教諭
山並　　進

平27.11.4
（Ｈ白萩）

⑪

「教育の夢と感動」
　～それを支えてくれたもの～
　石巻専修大学人間学部

教授　木村　民男

エッセイコンテスト最優秀賞
「ペイ・フォワードと世界の未来」
　岩沼市立岩沼中学校

2 年　高橋　　怜

「中学校と地域が協働する
　防災教育活動プラン」
　仙台市立南吉成中学校

教諭　鎌田　和之

郷土芸能演舞
「鯛釣り舞」
塩竈市立第三小
学校郷土芸能ク
ラブ

教育の日
ロゴマー
ク制定
宮城県二
華中高等
学校教諭
鈴木雅之
参加者

140名

宮城県二華
高等学校
2年
堀江　美羽

平28.11.1
（Ｈ白萩）

⑫

「これからの教育は
　　　どうあるべきか」
　～教育の現状と課題～
　宮城教育大学

副学長　熊野　充利

エッセイコンテスト最優秀賞
「『知ること』から始めよう」
　仙台市立三条中学校

3 年　水野　有理

「わたりの協働教育」
　～亘理町防災キャンプ・
　　放課後楽校の取組をとおして～
　亘理町教委生涯学習課

主幹　横田　　淳

吹奏楽演奏
仙台市東六番丁
小学校
スクールバンド

参加者
140名

村田町立
村田第一中
学校
教諭
鈴木　裕樹

平29.11.1
（Ｈ白萩）

⑬

「心の復興とは」
　～震災 6 年目の子どもたち～
　宮城県スクールカウンセラー

伊藤　克秀

「地域と学校が連携した
　持続可能な防災安全教育』
　大崎市立岩出山小学校

主幹教諭　早坂　　潤

輪太鼓演奏
山元町立山下第
二小学校 6 年

参加者
130名

仙台市立
岩切中学校
教諭
齋藤　由布

平30.11.1
（Ｈ白萩）

⑭

「学校で学ぶことの意義を考える」
―主体的な学びの育成を通して―
　宮城教育大学

特任教授　鈴木　　洋

「本校の図書館運営と
　読書活動推進取組について」
　富谷市立あけの平小学校

教諭　安藤　芳恵

合唱
仙台市立
上杉山通小学校
合唱部

参加者
150名

宮城県
宮城野高校
教諭
峰岡　　順

令 1 .11.1
（Ｈ白萩）

⑮

「小野さつき訓導殉職をめぐって」
　―大正期の教育現場と世情―
　蔵王町教育委員会生涯学習課

課長補佐　佐藤　洋一

「白石市ＰＳＣパトロール」
―より地域に根差した活動を通して―
　白石市立白石中学校

合唱
仙台市立南材木
町小学校
南の星合唱団

参加者
150名

宮城県
富谷高校
教諭
川名　和弘

令 2 .11.1
（Ｈ白萩）

⑯
新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

宮城県
涌谷高校
教諭
藤原　和矩



みやぎ教育の日の事業

－ 11 －

みやぎ教育の日推進大会  アンケート全体集計     令和元年１１月１日（金） 
 

性性別別  →→  ((  アア  男男  ３３７７            イイ  女女    １１７７  ))          （（３３００歳歳～～７７００歳歳～～））  回回答答５５４４人人 
 

１１  「「  みみややぎぎ教教育育のの日日・・月月間間  」」がが定定めめらられれてていいるるここととをを知知っってていいままししたたかか。。 
        アア  以以前前かからら知知っってていいたた  ４４９９      イイ  今今回回初初めめてて知知っったた    ５５ 
 

２２  「「  みみややぎぎ教教育育のの日日・・月月間間  」」ののここととをを何何でで知知りりままししたたかか。。  （（  複複数数回回答答可可  ））     
       アア    教教育育のの日日ののポポススタターー  １１００                イイ    県県のの広広報報（（県県ののＨＨＰＰ・・県県かかららののおお知知ららせせ））  １１３３   

ウウ    学学校校（（学学校校だだよよりり・・ＨＨＰＰ））  １１００              エエ    ＰＰＴＴＡＡののおお知知ららせせ    ２２   
オオ    所所属属すするる団団体体かかららののおお知知ららせせ  ３３９９        カカ    そそのの他他  １１（（  校校長長会会  ））   

 

３３  「「  みみややぎぎ教教育育のの日日推推進進大大会会  」」へへのの参参加加  はは   
    アア 初初めめてて ２２２２  イイ ２２回回目目  ７７  ウウ ３回目 ６６  エエ ４４回回目目 ２２  オオ ５５回回以以上上 １１５５  
 

４４  「「  みみややぎぎ教教育育のの日日推推進進大大会会  」」にに参参加加ししてていいかかががででししたたかか   
  

    アア ととててももよよかかっったた（（たためめににななっったた））  ３３００     イイ よよかかっったた  ２２１１   
        ウウ  よよくくななかかっったた（（たためめににななららななかかっったた））                          エエ  ああままりりよよくくななかかっったた 
 

５５  ききょょううののププロロググララムムででよよかかっったたとと思思ううももののははどどれれでですすかか。。  （（  複複数数回回答答可可  ））     
アア  実実践践発発表表 ４４４４    イイ アアトトララククシショョンン ４４４４    ウウ 講講  演演  ３３６６      

 

６６  「「  みみややぎぎ教教育育のの日日推推進進大大会会  」」をを催催すすここととににつついいてて  どどうう思思いいまますすかか。。 
 

   アア   続続けけてていいっったたほほううががいいいい ４４７７      イイ   ななくくててももいいいい  １１  ウウ       どどちちららとともも言言ええなないい    ４４   
エエ    そそのの他他  １１（ 実践的な活動を支援し励みとなるような場づくりに ） 

 

 

 

 

７７ 「「  みみややぎぎ教教育育のの日日・・月月間間  」」ににつついいてて，，おお考考ええののこことと，，おお気気づづききののここととななどどががあありりままししたたららおお書書ききくくだだささいい。。 
 
  ＜＜５５００歳歳～～＞＞  

  ・退職校長先生方の御支援により，教育現場が支えられていることに心から感謝する。 

  ・より広く県民の方へ知ってもらうための広報の必要性を感じる。 

  ・スクリーン２ヶ所，とてもよかった。 

  ・前半，部屋の温度が高すぎてきつかった。 

  

  ＜＜６６００歳歳～～＞＞  

  ・毎年，日を決めて教育のあり方を振り返ってみることは意義のあることと思う。 

  ・子どもたちの発表、講演とすばらしい内容だった。 

  ・スタッフの皆様のご努力により大成功に終わったと思う。素晴らしい大会になりました。 

  ・広報活動をもっとしてほしい。 

  ・有意義な大会だった。  

  ・みやぎのみならす、このような日・月を設けることはとても大事であると思う。本日のプログラムでも教育につ 

いて考えることができた。 

  ・ＨＰで計画を配信し大会の様子を広めたらどうか。 
  ・子ども自身が頑張っている姿は、人を元気にしてくれる。教育を考えるとき子どもの姿はとてもありがたい。 

  ・マスコミに対する広報。（全県民に周知してもらえるよう工夫したい。） 
  

  ＜＜７７００歳歳～～＞＞  

  ・とてもよい企画と思う。教員関係者が多いようなので他にも広げたい。 

  ・退職したより現役の先生方に何らかの形で地域ごとにでも多く参加してもらう方法はないか。 

  ・みやぎ教育の推進のための退職校長会としての活動の様子が見られない。他団体の活動の発表のみでは寂しい 

  ・それぞれの実践を広く県民に知らせてほしい。 

  ・白石中のＰＳＣ活動が蔵王町に広がり，他の県南市町に広がることを期待する。 

  ・動員要請で２年連続の参加ですが、動員しなくても多くの方が集まる工夫を（内容、場所、その他） 

  ・前進あるのみ 

  ・例年１１月１日に行うことはとてもよい。今後とも是非継続してほしい。 

  ・テレビや新聞等のマスメディアにも働きかけて報道していただきたい。 

  ・このことに合わせて地区の退職校長会支部でも取り組んでいるので意義深いことである。 

  ・回を重ねるごとに参加者が減少し学校関係者（退職校長会）が目立つ。地域・ＰＴＡ等など参加を望む。 
 

 

 

みやぎ教育の日推進大会のアンケート

⃝平成26年11月 5 日

⃝令和元年11月 1 日



みやぎ教育の日の事業

－ 12 －

みやぎ教育の日推進大会  アンケート全体集計     令和元年１１月１日（金） 
 

性性別別  →→  ((  アア  男男  ３３７７            イイ  女女    １１７７  ))          （（３３００歳歳～～７７００歳歳～～））  回回答答５５４４人人 
 

１１  「「  みみややぎぎ教教育育のの日日・・月月間間  」」がが定定めめらられれてていいるるここととをを知知っってていいままししたたかか。。 
        アア  以以前前かからら知知っってていいたた  ４４９９      イイ  今今回回初初めめてて知知っったた    ５５ 
 

２２  「「  みみややぎぎ教教育育のの日日・・月月間間  」」ののここととをを何何でで知知りりままししたたかか。。  （（  複複数数回回答答可可  ））     
       アア    教教育育のの日日ののポポススタターー  １１００                イイ    県県のの広広報報（（県県ののＨＨＰＰ・・県県かかららののおお知知ららせせ））  １１３３   

ウウ    学学校校（（学学校校だだよよりり・・ＨＨＰＰ））  １１００              エエ    ＰＰＴＴＡＡののおお知知ららせせ    ２２   
オオ    所所属属すするる団団体体かかららののおお知知ららせせ  ３３９９        カカ    そそのの他他  １１（（  校校長長会会  ））   

 

３３  「「  みみややぎぎ教教育育のの日日推推進進大大会会  」」へへのの参参加加  はは   
    アア 初初めめてて ２２２２  イイ ２２回回目目  ７７  ウウ ３回目 ６６  エエ ４４回回目目 ２２  オオ ５５回回以以上上 １１５５  
 

４４  「「  みみややぎぎ教教育育のの日日推推進進大大会会  」」にに参参加加ししてていいかかががででししたたかか   
  

    アア ととててももよよかかっったた（（たためめににななっったた））  ３３００     イイ よよかかっったた  ２２１１   
        ウウ  よよくくななかかっったた（（たためめににななららななかかっったた））                          エエ  ああままりりよよくくななかかっったた 
 

５５  ききょょううののププロロググララムムででよよかかっったたとと思思ううももののははどどれれでですすかか。。  （（  複複数数回回答答可可  ））     
アア  実実践践発発表表 ４４４４    イイ アアトトララククシショョンン ４４４４    ウウ 講講  演演  ３３６６      

 

６６  「「  みみややぎぎ教教育育のの日日推推進進大大会会  」」をを催催すすここととににつついいてて  どどうう思思いいまますすかか。。 
 

   アア   続続けけてていいっったたほほううががいいいい ４４７７      イイ   ななくくててももいいいい  １１  ウウ       どどちちららとともも言言ええなないい    ４４   
エエ    そそのの他他  １１（ 実践的な活動を支援し励みとなるような場づくりに ） 

 

 

 

 

７７ 「「  みみややぎぎ教教育育のの日日・・月月間間  」」ににつついいてて，，おお考考ええののこことと，，おお気気づづききののここととななどどががあありりままししたたららおお書書ききくくだだささいい。。 
 
  ＜＜５５００歳歳～～＞＞  

  ・退職校長先生方の御支援により，教育現場が支えられていることに心から感謝する。 

  ・より広く県民の方へ知ってもらうための広報の必要性を感じる。 

  ・スクリーン２ヶ所，とてもよかった。 

  ・前半，部屋の温度が高すぎてきつかった。 

  

  ＜＜６６００歳歳～～＞＞  

  ・毎年，日を決めて教育のあり方を振り返ってみることは意義のあることと思う。 

  ・子どもたちの発表、講演とすばらしい内容だった。 

  ・スタッフの皆様のご努力により大成功に終わったと思う。素晴らしい大会になりました。 

  ・広報活動をもっとしてほしい。 

  ・有意義な大会だった。  

  ・みやぎのみならす、このような日・月を設けることはとても大事であると思う。本日のプログラムでも教育につ 

いて考えることができた。 

  ・ＨＰで計画を配信し大会の様子を広めたらどうか。 
  ・子ども自身が頑張っている姿は、人を元気にしてくれる。教育を考えるとき子どもの姿はとてもありがたい。 

  ・マスコミに対する広報。（全県民に周知してもらえるよう工夫したい。） 
  

  ＜＜７７００歳歳～～＞＞  

  ・とてもよい企画と思う。教員関係者が多いようなので他にも広げたい。 

  ・退職したより現役の先生方に何らかの形で地域ごとにでも多く参加してもらう方法はないか。 

  ・みやぎ教育の推進のための退職校長会としての活動の様子が見られない。他団体の活動の発表のみでは寂しい 

  ・それぞれの実践を広く県民に知らせてほしい。 

  ・白石中のＰＳＣ活動が蔵王町に広がり，他の県南市町に広がることを期待する。 

  ・動員要請で２年連続の参加ですが、動員しなくても多くの方が集まる工夫を（内容、場所、その他） 

  ・前進あるのみ 

  ・例年１１月１日に行うことはとてもよい。今後とも是非継続してほしい。 

  ・テレビや新聞等のマスメディアにも働きかけて報道していただきたい。 

  ・このことに合わせて地区の退職校長会支部でも取り組んでいるので意義深いことである。 

  ・回を重ねるごとに参加者が減少し学校関係者（退職校長会）が目立つ。地域・ＰＴＡ等など参加を望む。 
 

 

 

 

 
８８ 「「  みみややぎぎ教教育育のの日日推推進進大大会会  」」ににつついいてて，，希希望望すするるこことと，，おお考考ええののこことと，，おお気気づづききののここととななどどががあありりままししたたららおお書書 

ききくくだだささいい。。  

  

  ＜＜５５００歳歳～～＞＞  

  ・何か社会に発信できる場であればなおよいと思った。 

  ・素晴らしい会場，内容でした。 

  ・各メディアの取材を入れてみてはどうか。 

  ・小野さつき訓導についてとても勉強になった。よく保存されていたと思った。 

  ・毎年素晴らしい発表，アトラクション，講演を大変楽しみにしている。 
  

  ＜＜６６００歳歳～～＞＞  

  ・ぜひ続けていただけたらと思う。 

    ・合唱は最高でした。天使の声です。 

  ・２つのスクリーンは大変見やすく、研修を深めることになった。 

  ・これからも現場で頑張っている取組や功績を紹介してほしい。また、保護者や地域の方々の参加を促し、さらに 

盛会にできれば素晴らしいと思う。 

  ・素晴らしい大会だった。もっと啓発活動（ＰＲ等）を充実させ、マスコミ等で紹介していただいたらどうか。 

  ・毎年の企画大変と思う。今年もよい内容で参加してよかった。 

  ・映像を見れてよかった。 
  

  ＜＜７７００歳歳～～＞＞ 
  ・各市町の実践発表はイベント的なものが目立つ。人間にとって教育はなぜ必要かを問うものであってほしい。 

  ・不易のものをもっと大切にし合いたい。 

  ・毎年行われていることを推進していってほしい。 

  ・最近は学校だよりにも行事予定などに記入され，保護者や地域への啓発もなされるようになりました。積極的な 

働きかけを期待する。 
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実　践　例

実践例（1）（令和元年度　青少年のための宮城県民会議）

協議会では毎年度末、各構成団体から「みやぎ教育の日・月間」に関わる事業の実施報
告書を提出していただき、それらを集約して県教委に報告しています。
ここでは、その主な実践例を紹介します。

「青少年のための宮城県民会議」は、
青少年の健全育成をめざす全県的な取
組の元締めとして活動しています。各
地区での活動を集約した形で年 1回、
各地区持ち回りで「青少年育成みやぎ
県民のつどい」が開かれています。
毎回、功労者表彰、善行表彰、「家

庭の日」絵画・ポスター表彰、少年の
主張、実践事例発表、等が行われ青少
年健全育成に対する県民の理解の深
化、連携強化に貢献しています。
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－ 14 －

実践例（2）（令和元年度　宮城県PTA連合会）

子どもたちの未来を支えるた
めの大きな存在としてのPTA
活動。県内各地で組織されてい
る小・中学校PTAの連合体と
しての宮城県PTA連合会の最
大の事業が研究大会です。
毎年各地区持ち回りで開催さ

れ、それぞれの地域のPTA活
動の現状と課題について語り合
い、会員同士の交流、情報交
換・共有を通して、地域の教育
力を高めるための研修を深める
機会となっています。



みやぎ教育の日の事業

－ 15 －

実践例（3）（令和元年度　石巻地区退職校長親交会）

令和元.11.14
「石巻かほく」より

石巻地区退職校長親交会では、「みやぎ教育の日・月
間」の主催事業として、平成21年度から隔年で「学校紹
介パネル展」を開催してきています。
石巻地域の 3市町65小・中学校に特色ある教育活動、

校舎、校歌等のパネルの制作を依頼し、石巻市内の会場
で地域の人々に紹介しています。
この事業は、地域の恒例の催しとして定着し、地域の

人たちに「みやぎ教育の日・月間」の趣旨を理解してい
ただくとともに、子どもの教育を考える機会と場として
高く評価されています。
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親子で考えよう！家庭での過ごし方

子どもに寄り添い，子どもの心を知ろう！ 

☆ お子さんの夢・お子さんの願い・お子さんの悩みを知っていますか。 

☆ お子さんの笑顔あふれる明日のために，お子さんと一緒に夢を語り合いま

せんか。そして，夢の実現のために，お子さんの歩みを支えましょう。 

☆ お子さんの心に寄り添い，お子さんの悩みや不安を理解し，お子さんの頑

張りを認めましょう。お子さんの心・思いを知ることから始めてみましょう。

〈規則正しい生活を〉 〈家庭･地域の一員としての自覚を〉 

☆☆  早早寝寝・・早早起起きき・・朝朝ごごははんん  

  「早寝・早起き・朝ごはん」は，

規則正しい生活の基本となるこ

とです。朝ごはんをしっかり食べ

て，明るく元気に一日をスタート

させましょう。 

☆☆  家家庭庭学学習習のの習習慣慣  

  家庭での学習は，学ぶ意欲を育

てるために不可欠です。時間を決

めて集中して取り組むことが大

切です。毎日継続することで，分

かる喜び・学習する楽しさを味わ

わせましょう。

☆☆  家家族族をを思思いいややるる心心をを  

  家族を思いやる心は，集団生活

をする上で最も基本となること

です。一人一人の立場を認め合い

ながら，温かな家族関係を築いて

いきましょう。   

☆☆  家家庭庭･･地地域域のの中中でで働働くく喜喜びびをを  

  役割を決めて働くことは，家

庭･地域の一員としての自覚を高

めるために大切なことです。役割

を確実に果たすことで，家庭･地

域の役に立つ喜びを体験させま

しょう。

宮 城 県 教 育 委 員 会 

みやぎ教育の日推進協議会 

【ＰＴＡ用参考資料】 【平成２３年度】

笑笑顔顔ああふふれれるる明明日日ののたためめにに  

県教委が発行していた保護者向け広報
紙「ぷらねっと」でも「みやぎ教育の日
推進大会」の広報がなされました。現在
は県教委のホームページ、地元新聞等に
掲載される「県からのお知らせ」によっ
て周知を図っています。

県教委義務教育課の監修を得て作成さ
れた家庭教育用のチラシ。（平成20～23
年度）県内各小・中学校にサンプルとし
て提供し、PTAの会合等で配布し活用
しててもらうこととしました。
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新 聞 記 事

平成30.11.8　「河北新報」より 平成30.10.2　県からのお知らせ
「朝日新聞」より

平成30.10.30　「河北新報」より

平成26.11.8　「河北新報」より
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みやぎ教育の日推進協議会

宮 城 教 育 振 興 会
宮 城 県 退 職 校 長 会
宮 城 県 退 職 女 性 校 長 会
宮 城 県 教 育 懇 話 会
宮 城 県 小 学 校 長 会
宮 城 県 中 学 校 長 会
宮 城 県 高 等 学 校 長 協 会
宮 城 県 特 別 支 援 学 校 長 会
仙 台 市 小 学 校 長 会
仙 台 市 中 学 校 長 会
宮 城 県 小 中 学 校 教 頭 会
宮城県公立小中学校事務職員研究会
宮 城 県 連 合 小 学 校 教 育 研 究 会
宮 城 県 連 合 中 学 校 教 育 研 究 会
宮 城 県 中 学 校 体 育 連 盟
宮 城 県 Ｐ Ｔ Ａ 連 合 会
仙 台 市 Ｐ Ｔ Ａ 協 議 会
宮城県特別支援学校ＰＴＡ等連絡協議会
宮城県国公立幼稚園･こども園協議会
宮 城 県 私 立 幼 稚 園 連 合 会
仙 台 市 私 立 幼 稚 園 連 合 会
宮 城 県 私 立 幼 稚 園 Ｐ Ｔ Ａ 連 合 会
仙 台 市 私 立 幼 稚 園 Ｐ Ｔ Ａ 連 合 会
青 少 年 の た め の 宮 城 県 民 会 議
宮 城 県 子 ど も 会 育 成 連 合 会
宮 城 県 手 を つ な ぐ 育 成 会
宮 城 県 地 域 婦 人 団 体 連 絡 協 議 会
宮 城 県 青 少 年 赤 十 字 指 導 者 協 議 会
宮 城 県 青 年 団 連 絡 協 議 会

（2020．11．1現在  順不同）
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みやぎ教育の日・みやぎ教育の日推進協議会のあゆみ
年月日 内　　　　容 備　考

平成
13 ・「教育の日」についての情報収集活動開始

14.　9 ・教育の日」についての情報収集活動開始

15.　3.10
15.　6.　2

15.　7.29

15.10

・「みやぎ教育の日・ウィーク」設定推進発起人会を結成
・宮城県退職校長会総会で「みやぎ教育の日」条例制定にむけての運動と宣言文

を採択
・みやぎ教育の日制定推進協議会を結成

会長に太宰道夫
負担金を一団体10,000円と決定
条例制定要望書への署名活動開始

・県民から41,719名の署名を得る

13団体

19団体

16.　4.21
16.　7

・宮城県議会議長に条例制定請願書を提出
・「みやぎ教育の日」条例制定請願、宮城県議会で採択

17.　3.18
17.　3.25
17.　4.　1
17.　6.30
17.　7.26

17.　9.21
17.10.20
17.11.　1

・宮城県議会本会議で「みやぎ教育の日」条例案可決
・「みやぎ教育の日を定める条例」（宮城県条例第90号）公布
・同条例施行
・制定推進協議会　監査会
・みやぎ教育の日制定推進協議会をみやぎ教育の日推進協議会と改称会則制定

会長　秋山　正義　　　　実行委員長　永山　忠彦
　　　　　　　　　　　　事務局長　　勝又　佐城夫

・協議会　理事会
・宮城教育振興会から助成金（50万円）交付
・みやぎ教育の日条例制定記念式典（於：宮城県民会館）

31団体

参加者600名

18.　3.13
18.　7.21
18.10.　2
18.10.24
18.11.　1

・協議会代表者会　　会則一部改正
・協議会　代表者会
・協議会　代表者会
・宮城教育振興会から助成金（20万円）交付
・第 2回みやぎ教育の日推進大会（於：ホテル白萩） 参加者150名

19.　5.24
19.　7.　5
19.10.　3
19.10.20
19.11.　1

・協議会正副会長会議　　会長　小堀　恒男を選出
・協議会　代表者会役員改選を承認
・協議会　代表者会
・宮城教育振興会から助成金（20万円）交付
・第 3回みやぎ教育の日推進大会（於：ホテル白萩） 参加者150名

20.10.　3
20.11.27
20.11.　4

・協議会代表者会　　事務局長　　杉山　紘二を承認
・宮城教育振興会から助成金（30万円）交付
・第 4回みやぎ教育の日推進大会（於：ホテル白萩） 参加者130名

（敬称略）
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年月日 内　　　　容 備　考

21.10.　2

21.12.　9
21.11.　5

・協議会　代表者会　　会則一部改正
役員改選　会　　長　勝又　佐城夫を選出

　事務局長　泉　晋を承認
・宮城教育振興会から助成金（10万円）交付
・第 5回みやぎ教育の日推進大会（於：ホテル白萩） 参加者140名

22.　7.　2

22.10.　5
22.11.　4
22.11.　5
23.　3.　2

・協議会　監査会
　　理事会　小關　八郎を承認

・協議会　代表者会
・宮城教育振興会から助成金（20万円）交付
・第 6回みやぎ教育の日推進大会（於：ホテル白萩）
・県教委に「みやぎ教育の日・月間」事業報告書提出

参加者150名

23.　7.　1

23.　7.22

23.11.　1
23.11.30
24.　3.23

・協議会　監査会
　　理事会

　会則一部改正案を審議
　　　　役員改選　会　　長　勝又　佐城夫を選出
　　　　　　　　　事務局長　小關　八郎を承認

・協議会　代表者会
会則一部改正案を承認
役員改選案を承認

・第 7回みやぎ教育の日推進大会（於：ホテル白萩）
・宮城教育振興会から助成金（10万円）交付
・県教委に「みやぎ教育の日・月間」事業報告書提出

参加者130名

24.　7.　2
24.　7.19
24.11.　1
24.11.14
25.　3.21

・協議会　監査会・理事会
・協議会　代表者会
・第 8回みやぎ教育の日推進大会（於：ホテル白萩）
・宮城教育振興会から助成金（20万円）交付
・県教委に「みやぎ教育の日・月間」事業報告書提出

参加者140名

25.　7.　2

25.　7.11
25.　7.19
25.11.　2
25.11.　1
26.　4.26

・協議会　監査会
　　理事会

　役員改選　　会　　長　小關　八郎を選出
　　　　　　　事務局長　髙橋　幹三を承認

・教育公務員弘済会宮城支部から助成金（10万円）交付
・協議会代表者会役員改選案を承認
・宮城教育振興会から助成金（20万円）交付
・第 9回みやぎ教育の日推進大会（於：ホテル白萩）
・県教委に「みやぎ教育の目・月間」事業報告書提出

参加者150名
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年月日 内　　　　容 備　考

26.　4.24
26.　7.　2
26.　7.17
26.10.24
26.11.　5
27.　3.　6

・教育公務員弘済会宮城支部から助成金（10万円）交付
・協議会　監査会・理事会
・協議会　代表者会
・宮城教育振興会から助成金（20万円）交付
・第10回みやぎ教育の日推進大会（於：ホテル白萩）
・県教委に「みやぎ教育の日・月間」事業報告書提出

参加者140名

27.　4.27
27.　7.　1

27.　7.16

27.11.　4
27.11.　5
28.　3.23

・教育公務員弘済会宮城支部から助成金（15万円）交付
・協議会　監査会

　　理事会
　役員改選　　会　　長　小關　八郎を選出
　　　　　　　事務局長　髙橋　幹三を承認

・協議会　代表者会　役員改選案を承認
・「みやぎ教育の日」ロゴマーク制定（制作　鈴木雅之）
・第11回みやぎ教育の日推進大会（於：ホテル白萩）・宮城教育振興会から助成

金（20万円）交付
・県教委に「みやぎ教育の日・月間」事業報告書提出

参加者140名

28.　4.27
28.　7.　1
28.　7.14
28.10.20
28.11.　1
29.　3.　2

・教育公務員弘済会宮城支部から助成金（20万円）交付
・協議会　監査会・理事会
・協議会　代表者会
・宮城教育振興会から助成金（20万円）交付
・第12回みやぎ教育の日推進大会（於：ホテル白萩）
・県教委に「みやぎ教育の日・月間」：事業報告書提出

参加者140名

29.　4.26
29.　6.30

29.　7.14
29.　8.18
29.11.　1
30.　3.　1

・教育公務員弘済会宮城支部から助成金（20万円）交付
・協議会　監査会
　　　　　理事会

　役員改選　　会　　長　小關　八郎を選出
　　　　　　　事務局長　髙橋　幹三を承認

・協議会代表者会役員改選案を承認
・宮城教育振興会から助成金（20万円）交付
・第13回みやぎ教育の日推進大会（於：ホテル白萩）
・県教委に「みやぎ教育の日・月間」事業報告書提出

参加者130名

30.　4.　6
30.　6.29
30.　7.13
30.　8.　9
30.11.　1
31.　3.　1

・教育公務員弘済会宮城支部から助成金（20万円）交付
・協議会　監査会・理事会
・協議会　代表者会
・宮城教育振興会から助成金（20万円）交付
・第14回みやぎ教育の日推進大会（於：ホテル白萩）
・県教委に「みやぎ教育の日・月間」事業報告書提出

参加者150名
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年月日 内　　　　容 備　考

31.　4.22
令和
　1.　6.28

　1.　6.28
　1.　7.12
　1.11.　1
　2.　3.　5

・教育公務員弘済会宮城支部から助成金（20万円）交付

・協議会　監査会
　　理事会

　役員改選　　会　　長　小關　八郎を選出
　　　　　　　事務局長　髙橋　幹三を承認

・宮城教育振興会から助成金（20万円）交付
・協議会　代表者会　　役員改選案を承認
・第15回みやぎ教育の日推進大会（於：ホテル白萩）
・県教委に「みやぎ教育の日・月間」事業報告書提出

参加者150名

　2.　5.28
　2.　6.12
　2.　6.12

　2.　6.22

　2.　6.30
　2.　7.17
　2.　8.　1

　2.　8.21
　2.　8.26
　2.　8.27
　2.11.　1

・教育公務員弘済会宮城支部から助成金（20万円）交付
・協議会　監査会
・協議会　理事会および代表者会は新型コロナウイルス感染拡大防止のため文書

による協議と決定
・理事会および代表者会
　　文書による協議・表決（監査・事業報告・予算・事業計画等）
・文書による協議・表決の結果を報告　→　すべて承認
・宮城教育振興会から助成金（20万円）交付
・各団体に本年度の「みやぎ教育の目推進大会」開催の可否について文書により

意見を聴取
・22団体からの開催不可の回答を得る（ 7 団体は無回答）
・県教委に「みやぎ教育の日推進大会」開催中止を報告
・各団体に「みやぎ教育の日推進大会」開催中止を通知
・第16回みやぎ教育の日推進大会

（新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止）
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みやぎ教育の日推進協議会　歴代役員等名簿

年 会　　　長 副　会　長 監　　　事 実行委員長
事 務 局 長 備考

17 秋 山 正 義
（宮城県退職校長会）

佐 藤 剛 彦
（青少年のための県民会議）

松 坂 宏 造
（仙台市ＰＴＡ協議会）

村 山 十 五
（県私立幼稚園連合会）

阿 部 恒 子
（県地域婦人団体連絡協議会）

菊 地 文 博
（県幼稚園ＰＴＡ連合会）

中 條 正 弘
（県連合中学校教育研究会）

実行委員長
永山　忠彦

（県退職校長会）
事務局長
勝又佐城夫

（県退職校長会）

18 秋 山 正 義
（宮城県退職校長会）

佐 藤 剛 彦
（青少年のための県民会議）

松 坂 宏 造
（仙台市ＰＴＡ協議会）

村 山 十 五
（県私立幼稚園連合会）

阿 部 恒 子
（県地域婦人団体連絡協議会）

菊 地 文 博
（県幼稚園ＰＴＡ連合会）

中 條 正 弘
（県連合中学校教育研究会）

実行委員長
永山　忠彦

（県退職校長会）
事務局長
勝又佐城夫

（県退職校長会）

19 小 堀 恒 男
（宮城県退職校長会）

大 岩 　 隆
（青少年のための県民会議）

加 藤 秀 次
（仙台市ＰＴＡ協議会）

北 島 　 博
（県高等学校長協会）

三 浦 絢 子
（県地域婦人団体連絡協議会）

渥 美 　 巌
（県幼稚園ＰＴＡ連合会）

渡 邊 次 雄
（県連合中学校教育研究会）

実行委員長
永山　忠彦

（県退職校長会）
事務局長
勝又佐城夫

（県退職校長会）

20 小 堀 恒 男
（宮城県退職校長会）

大 岩 　 隆
（青少年のための県民会議）

加 藤 秀 次
（仙台市ＰＴＡ協議会）

北 島 　 博
（県高等学校長協会）

三 浦 絢 子
（県地域婦人団体連絡協議会）

渥 美 　 巌
（県幼稚園ＰＴＡ連合会）

渡 邊 次 雄
（県連合中学校教育研究会）

実行委員長
勝又佐城夫

（県退職校長会）
事務局長
杉山　紘二

（県退職校長会）

21 勝　又　佐城夫
（宮城県退職校長会）

矢 内 　 諭
（青少年のための県民会議）

加 藤 秀 次
（仙台市ＰＴＡ協議会）

北 島 　 博
（県高等学校長協会）

三 浦 絢 子
（県地域婦人団体連絡協議会）

佐 藤 澄 子
（県公立小中女性校長会）

渡 邊 次 雄
（県連合中学校教育研究会）

事務局長
泉 晋

（県退職校長会）

22 勝　又　佐城夫
（宮城県退職校長会）

三 浦 文 夫
（青少年のための県民会議）

内 田 幸 雄
（仙台市ＰＴＡ協議会）

庄 司 恒 一
（県高等学校長協会）

三 浦 絢 子
（県地域婦人団体連絡協議会）

佐 藤 澄 子
（県退職女性校長会）
櫻 井 重 行

（県連合中学校教育研究会）

事務局長
小關　八郎

（県退職校長会）

23 勝　又　佐城夫
（宮城県退職校長会）

三 浦 文 夫
（青少年のための県民会議）

内 田 幸 雄
（仙台市ＰＴＡ協議会）

庄 司 恒 一
（県高等学校長協会）

三 浦 絢 子
（県地域婦人団体連絡協議会）

佐 藤 澄 子
（県退職女性校長会）
櫻 井 重 行

（県連合中学校教育研究会）

事務局長
小關　八郎

（県退職校長会）

24 勝　又　佐城夫
（宮城県退職校長会）

三 浦 文 夫
（青少年のための県民会議）

内 田 幸 雄
（仙台市ＰＴＡ協議会）

中川西　　　剛
（県高等学校長協会）

三 浦 絢 子
（県地域婦人団体連絡協議会）

佐 藤 澄 子
（県退職女性校長会）
川 越 清 志

（県連合中学校教育研究会）

事務局長
小關　八郎

（県退職校長会）

（敬称略）
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年 会　　　長 副　会　長 監　　　事 実行委員長
事 務 局 長 備考

25 小 關 八 郎
（宮城県退職校長会）

三 浦 文 夫
（青少年のための県民会議）

内 田 幸 雄
（仙台市ＰＴＡ協議会）

渡 邊 幸 雄
（県高等学校長協会）

三 浦 絢 子
（県地域婦人団体連絡協議会）

佐 藤 澄 子
（県退職女性校長会）
濱 須 保 雄

（県連合中学校教育研究会）

事務局長
髙橋　幹三

（県退職校長会）

26 小 關 八 郎
（宮城県退職校長会）

三 浦 文 夫
（青少年のための県民会議）

黒 田 達 也
（仙台市ＰＴＡ協議会）

渡 邊 幸 雄
（県高等学校長協会）

三 浦 絢 子
（県地域婦入団体連絡協議会）

佐 藤 澄 子
（県退職女性校長会）
濱 須 保 雄

（県連合中学校教育研究会）

事務局長
髙橋　幹三

（県退職校長会）

27 小 關 八 郎
（宮城県退職校長会）

三 浦 文 夫
（青少年のための県民会議）

佐　藤　美佳子
（仙台市ＰＴＡ協議会）

渡 邊 幸 雄
（県高等学校長協会）

大 友 富 子
（県地域婦人団体連絡協議会）

佐 藤 澄 子
（県退職女性校長会）
佐 藤 新 一

（県連合中学校教育研究会）

事務局長
髙橋　幹三

（県退職校長会）

28 小 關 八 郎
（宮城県退職校長会）

三 浦 文 夫
（青少年のための県民会議）

五十嵐　智　浩
（仙台市ＰＴＡ協議会）

加 藤 順 一
（県高等学校長協会）

大 友 富 子
（県地域婦人団体連絡協議会）

佐 藤 澄 子
（県退職女性校長会）
及　川　長五郎

（県連合中学校教育研究会）

事務局長
髙橋　幹三

（県退職校長会）

29 小 關 八 郎
（宮城県退職校長会）

三 浦 文 夫
（青少年のための県民会議）

五十嵐　智　浩
（仙台市ＰＴＡ協議会）

加 藤 順 一
（県高等学校長協会）

大 友 富 子
（県地域婦人団体連絡協議会）

福 井 正 子
（県退職女性校長会）
齋 藤 誠 治

（県連合中学校教育研究会）

事務局長
髙橋　幹三

（県退職校長会）

30 小 關 八 郎
（宮城県退職校長会）

三 浦 文 夫
（青少年のための県民会議）

志 賀 猛 彦
（仙台市ＰＴＡ協議会）

小 林 裕 介
（県高等学校長協会）

大 友 富 子
（県地域婦人団体連絡協議会）

佐　藤　千恵子
（県退職女性校長会）
橋 本 　 牧

（県連合中学校教育研究会）

事務局長
髙橋　幹三

（県退職校長会）

1 小 關 八 郎
（宮城県退職校長会）

三 浦 文 夫
（青少年のための県民会議）

五十嵐　智　浩
（仙台市ＰＴＡ協議会）

小 林 裕 介
（県高等学校長協会）

大 友 富 子
（県地域婦人団体連絡協議会）

佐　藤　千恵子
（県退職女性校長会）
身 崎 裕 司

（県連合中学校教育研究会）

事務局長
髙橋　幹三

（県退職校長会）

2 小 關 八 郎
（宮城県退職校長会）

三 浦 文 夫
（青少年のための県民会議）

髙 城 み さ
（仙台市ＰＴＡ協議会）

佐々木　克　敬
（県高等学校長協会）

大 友 富 子
（県地域婦人団体連絡協議会）

宍 戸 君 子
（県退職女性校長会）
菅 原 通 英

（県連合中学校教育研究会）

事務局長
髙橋　幹三

（県退職校長会）
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みやぎ教育の日推進協議会　会　則

（名称・事務所）

第 1 条　本会は、みやぎ教育の日推進協議会と称し、事務所を会長指定の場所に置く。

（目　的）

第 2 条　本会は、県民が挙って教育の大切さを考え、尊重し、本県教育の一層の振興を期することを

目的とする。

（事　業）

第 3 条　本会は、前項の目的を達成するため、みやぎ教育の日並びにみやぎ教育月間において、次の

ことを推進する。

⑴　講演会、発表大会、シンポジウム、意見募集等々本会目的の具現化を図るための事業

⑵　本会構成団体が実施している事業のうち、みやぎ教育の日との関連で実施する事業

⑶　本会または構成団体が他の団体や教育機関と共同で、もしくは連携して実施する事業

⑷　その他、本会の目的達成に必要な事業

（組　織）

第 4 条　本会は、本会の目的に賛同する団体並びに有志をもって組織する。

（役　員）

第 5 条　本会に次の役員を置く。

・会　長　 1 名　　・副会長　 3 名　　・理事　若干名　　・監事 3 名

・事務局長　 1 名　　・顧問　若干名

（役員の選出）

第 6 条　役員の選出は、次のとおりとする。

⑴　会長、副会長、監事は、理事会で選出し、代表者会で承認を得る。

⑵　理事は、会長が委嘱し、代表者会で承認を得る。

⑶　事務局長は、会長が委嘱する。

⑷　顧問は、理事会の承認を得て、会長が委嘱する。

（役員の任務）

第 7 条　役員の任務は、次のとおりとする。

⑴　会長は、本会を代表し、会務を総理する。

⑵　副会長は、会長を補佐し、会長事故ある時は、その職務を代理する。

⑶　監事は、本会の会計を監査する。

⑷　事務局長は、会務の処理を統括する。

⑸　顧問は、会長の諮問に応ずる。



みやぎ教育の日推進協議会

－ 26 －

（役員の任期）

第 8 条　役員の任期は、 2 年とする。但し、再任を妨げない。役員に欠員が生じた時は、必要に応じ

て補充することができるが、任期は前任者の残任期間とする。

（機　関）

第 9 条　本会に次の機関を置き、会長がこれを招集する。

・代表者会・理事会

（代表者会）

第10条　代表者会は、本会の最高議決機関であって年 1 回開催し、次の事項を審議決定する。

また、必要に応じて臨時に開催することができる。

⑴　会長、副会長、監事の承認　　⑵　理事の承認　　⑶　予算・決算の承認

⑷　会則の変更　　⑸　その他、本会の目的達成のために必要な重要事項

2 　 緊急やむを得ない事情により代表者会を開催することができない場合は、理事会の議決をも

ってこれに代えることができる。

（理事会）

第11条　理事会は、代表者会に次ぐ議決機関であり、必要に応じて開催し、会務執行に関する重要事

項を審議する。

2 　 理事会は、理事の他、会長、副会長、事務局長をもって構成する。

（事務局）

第12条　本会に事務局を置く。

2 　 事務局は、事務局長並びに事務局員をもって構成し、会務に関する立案並びに会務を処理する。

3 　 事務局員は若干名とし、会長がこれを委嘱する。

（会　計）

第13条　本会の経費は、本会構成団体の負担金並びにその他の収入をもって充てる。

2 　 本会の会計年度は、毎年 4 月 1 日から翌年 3 月31日までとする。

（補　則）

第14条　本会則実施上必要な事項は、理事会で定める。

　付　則

本会則は、平成17年 7 月26日から施行する。

平成18年 3 月13日　一部改正

平成21年10月 2 日　一部改正

平成23年 7 月22日　一部改正
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「教育の日」の制定状況一覧（平成30年12月現在・全国連合退職校長会「教育の日」
推進の変遷―20年のあゆみ―より）

〈制定都道県〉29　〈準制定県〉 7　〈未制定府県〉11
〈制定市町村区〉　107市　 1区　65町　18村　　　　

北 海 道 地 区	 北 海 道	 〈制　定〉	 石狩市岩見沢市小樽市帯広市
			   苫小牧市　函館市　砂川市　稚内市　滝川市　赤平市
			   旭川市　美唄市	　白老町　豊頃町　本別町　幕別町
			   月形町　今金町　陸別町　大樹町　池田町　浦幌町
			   上砂川町　音更町　中札内村

東 北 地 区	 青 森 県	 〈制　定〉	 野辺地町
	 岩 手 県	 〈制　定〉	 （制定市町村なし）
	 宮 城 県	 〈制　定〉	 （制定市町村なし）
	 秋 田 県	 〈制　定〉	 大館市　男鹿市
	 山 形 県	 〈制　定〉	 上山市　新庄市　天童市　村山市　山辺町　朝日町
	 福 島 県	 〈制　定〉	 浅川町

関東甲信越地区	 茨 城 県	 〈制　定〉	 ひたちなか市　土浦市　守谷市　稲敷市　牛久市
			   龍ケ崎市　筑西市　結城市　阿見町　河内町　利根町
			   茨城町　大洗町　城里町　東海村　美浦村
	 栃 木 県	 〈制　定〉	 （制定市町村なし）
	 群 馬 県	 〈制　定〉	 前橋市　渋川市　藤岡市　沼田市　明和町　神流町
			   上野村
	 埼 玉 県	 〈制　定〉	 白岡市　
	 千 葉 県	 〈未制定〉	 佐倉市　銚子市　野田市　南房総市　鋸南町　長生村
	 東 京 都	 〈制　定〉	 あきる野市　葛飾区
	 神奈川県	 〈準制定〉	 ＊かながわ教育月間　（制定市町村なし）
	 新 潟 県	 〈未制定〉	 上越市　見附市　
	 山 梨 県	 〈未制定〉	 甲府市　中央市　
	 長 野 県	 〈制　定〉	 （制定市町村なし）

東海北陸地区	 富 山 県	 〈未制定〉	 （制定市町村なし）
	 石 川 県	 〈制　定〉	 （制定市町村なし）
	 福 井 県	 〈未制定〉	 福井市　敦賀市　
	 岐 阜 県	 〈準制定〉	 ＊教育週間　（制定市町村なし）
	 静 岡 県	 〈準制定〉	 ＊家庭教育の日　（制定市）掛川市　
	 愛 知 県	 〈未制定〉	 （制定市町村なし）
	 三 重 県	 〈未制定〉	 名張市　
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近 畿 地 区	 滋 賀 県	 〈制　定〉	 栗東市　
	 京 都 府	 〈未制定〉	 （制定市町村なし）
	 大 阪 府	 〈未制定〉	 （制定市町村なし）
	 兵 庫 県	 〈準制定〉	 ＊兵庫の教育推進月間　（制定市町村なし）
	 奈 良 県	 〈制　定〉	 奈良市　
	 和歌山県	 〈制　定〉	 和歌山市　海南市　橋本市　有田市　田辺市　新宮市
			   岩出市　紀の川市　御坊市　紀美野町　かつらぎ町		
			   九度山町　高野町　広川町　由良町　有田川町　美浜町
			   日高町　みなべ町　印南町　白浜町　上富田町
			   すさみ町　串本町　那智勝浦町　太地町　古座川町
			   湯浅町　日高川町　北山村

中 国 地 区	 鳥 取 県	 〈制　定〉	 鳥取市　南部町　
	 島 根 県	 〈制　定〉	 （制定市町村なし）
	 岡 山 県	 〈制　定〉	 （制定市町村なし）
	 広 島 県	 〈制　定〉	 三原市　府中市　東広島市　世羅町　
	 山 口 県	 〈制　定〉	 美祢市　荻市　宇部市　和木町　

四 国 地 区	 徳 島 県	 〈制　定〉	 美馬市　三好市　鳴門市　つるぎ町　
	 香 川 県	 〈制　定〉	 （制定市町村なし）
	 愛 媛 県	 〈制　定〉	 （制定市町村なし）
	 高 知 県	 〈制　定〉	 安芸市　三原村

九 州 地 区	 福 岡 県	 〈未制定〉	 筑後市　宗像市　八女市　糸島市　
	 佐 賀 県	 〈未制定〉	 嬉野市　唐津市　多久市　神崎市　小城市　佐賀市
			   伊万里市　武雄市　鳥栖市　玄海町　
	 長 崎 県	 〈準制定〉	 ＊長崎っ子の心をみつめる教育週間　（制定市町村なし）
	 熊 本 県	 〈制　定〉	 八代市　荒尾市　宇土市　宇城市　合志市　大津町　
			   美里町　和水町　氷川町　
	 大 分 県	 〈制　定〉	 宇佐市　国東市　佐伯市　津久見市　日田市
			   豊後高田市　別府市　杵築市　玖珠町　九重町　姫島村
	 宮 崎 県	 〈準制定〉	 串間市　日向市　日南市　都城市　宮崎市　高岡町　
			   三股町　国富町　
	 鹿児島県	 〈準制定〉	 ＊地域が育む“かごしまの教育”県民週間（制定市町村なし）
	 沖 縄 県	 〈制　定〉	 浦添市　宮古島市　那覇市　石垣市　糸満市　南城市
			   名護市　うるま市　沖縄市　宜野湾市　南風原町
			   西原町　八重瀬町　金武町　久米島町　嘉手納町
			   多良間村　国頭村　伊平屋村　中城村　東村　伊是名村
			   恩納村　北中城村　読谷村　大宜味村
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お わ り に

令和に入って最初の年明けを迎えた今年は、夏には東京オリンピックが開かれるという特別
な年になるはずでした。

しかし、ほどなく、私たちは新型コロナウイルスの感染拡大という思わぬ事態に巻き込まれ
ることになり、多くの新たな日常を体験せざるを得なくなりました。現時点で、コロナ禍の収
束は未だ見通せず、予断を許さない状況が続くと思われております。

このコロナ禍の中、多くの面で、何が大事なのか、改めるべきものは何なのか等々を考えさ
せられる機会が多くなったのではないでしょうか。

教育の世界でも、ここは真剣に向き合うべき機会かと思います。
コロナ後の世界を生きていく子どもたちのためにも、教育という営みの不易なものを見極め

つつ、変えなければならないものには叡智を注いで大胆に取組むことが求められるのではない
かと思います。
「みやぎ教育の日」のこれからについても、お互いの情報を交換・共有しあう中で、皆様の

お力をお借りしながらよりよい道を探ってまいりたいと思います。
今後とも、ご指導・ご支援くださいますようお願い申し上げます。
なお、この小冊子を作成するにあたっては、できる限り正確な資料の収集に努め、編集しま

した。もし、不備な点、不正確な部分がありましたならば、遠慮なくご指摘、ご教示いただけ
れば幸いです。

2020（令和 2 ）年11月
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